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平成2 9年度推薦入試「小論文J （植物資源科学コ ー ス）出題意図

［問題1 ] 

英文の読解力を問うとともに， 農業技術の開発事例に関する理解力と考察力を問

つ。

［問題2]

農業生産と密接に関係する植物ホルモンの理解度を問う。

［問題3]

農業の持つ多面的な機能について， 一般的な常識を問う。



問題1. 以下の文章は， 農業生産を向上させるための技術について述べている。

文章を読んで問l ～ 3に答えなさい。

由Develooin<! economies have their own advanta12:e towards achtevin包 hi12:h rates of 

agricultural oroductivitv growth bv utiltzin<! the backlo<! of advanced technologies 

accumulated in develooed ecnnomtes. This ‘ technolo<!V borrowing' is not easv. 

esoectallv m a<!riculture. As agriculture 1s strongly constrained by environmental 

conditions, it is difficult to trans白r advanced technologies developed in the temperate 

zone to the tropical zone. For example, high-yielding rice varieties in Japan often yield 

much less than local varieties in tropical Asia, since they are susceptible to exotic 

diseases and pests. Because of this decishe influence of environmental factors on 

agricultural production, the international transfer of agricultural technology is more 

difficult than that of industrial technology. 母However. the environmental difference is 

not an insurmountable barrier With aoorooriate adaotive resear℃h a12:ricultural 

technologv transfers acrnss different environments can be made oossible. A dramatic 

e況amole was the diffusion of modern rice and wheat varieties m troo1cal Asia合om the 

late 1960s commonlv known as the ‘Green Re,olutioげ ．

（中略）

Rice-breeding for modern varieties was strongly promoted by the International 

Rice Research Institute (IRR!), established in the Philippines in 1962. IRR! was 

successful in developing an epoch variety through a cross between Taiwan's dwarf variety 

and an Indonesian variety. The new variety had the potential to yield over eight tonnes 

per hectare under ideal cultural practices and field conditions, compared with less than 

three tonnes per hectare for traditional varieties in the tropics. Although it was 

modelled after the high-yielding Japanese varieties, it was not a Japonica variety, but an 

Indica variety with long and thin grains, commonly consumed by the population of 

tropical Asia. The new varieties developed by IRR! were propagated over South and 

South-east Asia through crosses with local varieties. 

(Yujiro Hayami, Yoshihisa Godo著『Development Economics : From the Poverty to the 
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Wealth of Nations, Third Edition』， Oxford, 2005 年， より 一部改変して引用）

productivity ：生産性 utilize 利用する backlog 蓄え

accumulate 替積する constrained ：制約を受ける temperate zone ：温帯

local varieties ：在来品種 susceptible －影響を受けやすい

exotic diseases and pests ：外国の病害虫 decisive 決定的な

insurmountable ：克服できない adaptive 適応性のある

epoch 注目すべき dwarf わい性の（草丈の低い）

diffusion ：普及

model after ：模倣する

Japonica variety ジヤポニカ品種

propagate 広める

Indica variety ：インデイカ品種

問 1 下線部①にある ‘ technology borrowing ’ は農業においては簡単ではないと

論じているが， その理由について， 本文で説明されている内容を 100 字程度

で要約しなさい。

間2. 下線部②では， 先進国から開発途上国へ農業技術の移転を可能にした技術

開発と普及の事例として ‘ Green Revolution ’ を挙げ， その後の段落で具体的に

その内容を紹介している。 本文で紹介されている内容を 200 字程度で要約し

なさい。

問 3. ‘Green Revolution， を達成するために， 本文で述べられている内容以外に，

どのようなことが必要であったか， 考えられることを 200 字程度で述べなさ

し、。

守 2 -

※引用ページ : p.96-98



問題2. 以下の文章は， 縫物ホノレモンのオーキシンについて述べたものである。

文章を読んで問1 ～ 3に答えなさい。

オ ー キシンという植物ホノレモンの存在を最初に考えた人は， 「 穏の起源」で有名

なダーウィンである。 彼は 1880 年， 植物の芽生えが光の方向に曲がる現象を不思

議に思い， 実験をくり返し， m芽生えが横方向からのう世を受けると 何らかの刺激

が先端部から基部に伝えられ． やがて光の方向に曲がることを見いだした。

（中略）

オ ー キシンは成長の盛んな植物体内でトリプトファンと呼ばれるアミノ酸から

合成される。 合成された 由オ ー キシンは師部（葉で生産される糖など
「
が輸送される

管）を通って， 茎楽部から根へ速やかに移動していく。 また， 細胞から細胞への

移動もおこるが， この場合はゆっくりと移動する。

（太田保夫著『植物ホノレモンを生かす 生長調節剤の使い方』， 良文協， 1987 年，

より 一部改変して引用）

問1 オ ー キシン以外の槌物ホ／レモンの種類の名称を4つ答えなさい。

問 2. 下線部①の芽生えの屈曲反応は， どのような仕組みでおこるのか 100 字程

度で説明しなさい。

問3 下線部②はオ ー キシンの移動についての記述である。 オ ー キシンの移動は

何と呼ばれているか， その名称を答えなさい。 また， オ ー キシンの移動の特徴

を 100 字程度で述べなさい。

ー 3 . 
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問題3 .以下の文章は，農業や農村の持つ多面的機能について述べたものである。

文章を読んで閑1 ～ 3に答えなさい。

農地は， 農業が営まれることで様々な機能を発揮しており， 農業用水や（ア）

の一 部が水田や畑に浸透して流域の地下水となり， 下流域では良質な地下水を生

活用水として利用しています。 畦畔にかこまれている水田は＇ （ア）を一 時的に

貯留し， 時間をかけて徐々に下流に流すことによって（イ）の発生を防止 ・ 軽

減させます。 水田に張られた水は風雨から土嬢を守り， 畑地の作物は被覆効果を

発揮して， 下流域へ（ウ）の流出を防ぎます。

また， 水田や畑には多様な生物が生息しており， 水田や知1が適切かっ持続的に

管理されることで， 植物や昆虫， 動物等の豊かな（エ）を持つ二次的な自然が

形成・維持され， 多様な野生動植物の保護にも大きな役割を果たしています。

一方， 農村地域においては， 農業が営まれることにより， 大地に育った作物と

農家の家屋， その周辺の水辺や里山が 一 体となって美しい回園風景を形成してい

ます。 また， 全国各地に残る五穀豊穣を祈る伝統行事や収穫を祝う祭り等は，

（オ）をはじめとする農業に由来するものが多く z 地域において永きにわたり

受け継がれています。 歴史や伝統ある棚田・疎水・ため池等は， 地域で育まれて

きた文化を背景に， 美しい農村景観を形成しており，①将来に残すベ;',c豊かな地域

皐涯として保全 ・ 復元し， 次世代に継承していくことが重要です。

（農林水産省編『平成 26 年版 食料 ・ 農業・農村白書』， 農林統計協会， 2014 年，

より 一 部改変して引用）

問1 文中の（ア）～（オ）に最もよくあてはまる語句を， 下記より選んで

記入しなさい。

雨水， 稲作， 干ばつ， 洪水， 水路， 生態系， 土壌， 有害物質

問2 近年， 野生の動催物が農業の現場で問題となっている。 その事例を2つ挙

げ， その原因について 100 字程度で述べなさい。

問3. 下線部①に関連して， 将来に残すべき豊かな地域資源を守るために， 我々

がすべきこと，または，あなた自身ができるニとを 200 字程度で述べなさい。
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